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す楽な購嘱;J品詰韮ι-:J¥斗宣告 海
。しそ魚事簿磁譲ささ昌京毒事謹雪7苦言言ち亘書Z毒茸~~車三 わで長
いうを袋三被孟量豊里聖Fて:二蓮昌翠品薄費~E たー浜 三
7J'(ぞ入川- 一望号ず一一一 し番の 三
族うれためせ 出海石山鈴美 (10歳) は古水三
館すまこすと 、 い 族 三
がるすとらな ろか長のか東まい族おいで水水館 主
目 と 。もしい水うな浜人ら京すい館よいす族族は 主
に 、 ない海族と町はが、や。ながぐろ。館館、 三三
うと い魚で館思に、見た大そあで大んめがでせ 三
か っ きゃとにいなににく阪しとききなず大すと 三
びて れ、れはまるぎ来さの た思るな魚らす。な 三
まも い見た、すだやてん方らいと水がしき い 喜
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ム一品盟国議

長浜町議会 l
第 2回定例会J

長
浜
町
議
会
第
二
固
定
例
会
が
、
七
月
十
七
日
か
ら
十

九
日
ま
で
の
三
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
ま
し
た
。

今
回
上
程
さ
れ
審
議
さ
れ
た
の
は
、
一
般
会
計
補
正
予

算
な
ど
町
提
出
の
議
案
六
件
と
、
請
願
文
書
な
ど
議
会
か

ら
の
報
告
案
件
五
件
。
議
案
は
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
、

報
告
案
件
は
い
ず
れ
も
受
理
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
議
案
審
議
を
前
に
一
般
質
問
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

可
決
さ
れ
た
こ
と
、
受
理
採
択
さ
れ
た
こ
と
、
一
般
質

問
の
お
も
な
も
の
は
次
の
通
り
。

側わん症対策協補助に2;0万円

今
年
度
一

般
会
計
に
、

今
回
一
億
九

百
四
十
五
万

量

三
霊

童

三

氏 か 査 を すルて け-定ミ翠難覇欝欝議鐘欝欝欝麟議欝欝鐘自 五会円
の ⑥。⑤の④肯③るのい②た雪簿麟関懇務理麓欝饗轍離盤繍今十言十を
意防 最実被定町も緊る県こ雪議齢三議購麟鱗翻繍同五の補
志災 悪施害す長の急、かかと三ぬヤャ 汚 泣 汽 ♂ 手 補 万 総 正
を計 事要地る の か 時 。 ら が - ロ九三 正九額。
反画 古文求をか立。報県新あ言 示去三μ:ートぷ議議さ千はこ
H央やはに左否場はのしる三 人日 尚一…れ円、れ
き災 無努右定で 避防いか E 喜多灘小学校運動場用地に購入する山地たとこに
せ客 い力すす、 難災防 o ~ (矢印の山全部) 予な十と
る対 とす るる原 訓計災 Z蜘同酬明踊醐鰍糊蜘欄蜘ゑ間鯨ぉ算り七も
よ策 言る気か発 練画計 三滋畿轍鱗畿議露議饗鱒欝欝麟灘議議機畿撃のま f意な
うに いか象。の を の 画 i議鍵盤麓鱗麗離鱒璽鐘鱗議議機 Z使し い
努は 切。状 安 必 D 書 Z鱗幾灘欝轟轟輯鱒鶴喜議議畿議緩欝欝纏鶴議いた千同
力 、 れ 況 全 要レが 三議畿盤盤襲撃璽鱒警愛媛嬢鰻麟議懇欝盤議警察み。五予
す住 る 調 説 と ベ 来 三議議議繋懇頭車重議議議議議議議線欝盤畿ち 百算三 一一~=山一一ω _V'".~_~____~一一時間-_.._，.，....，._--

E 
いを 反 る 会 ら 流 の る三欝察機麓議 機 饗襲撃議議鍾麟議議事福沢負

⑩と静対⑨考や③に出企⑦か三警議議纏欝詰診察 警 轟 轟 轟 鱒 欝 罷 欝 欝 懇 請 11費
本言観運大え討教進は業危 o ~議鶏欝議畿盤霊童府警;想懸機関轡懇鱗警負ミE 井 。
件日月し動きは論育む避誘険 E議議鰯轡雪合宵主主、三ヨ三ぷ仁三ヨ 費 、関須
だ す 、にくな 会訓とけ致区 E 樫 7 主再乞ぷ斗 三日トァ O 櫛農沢
ける妨対ない を 練 思 ら は 域 Z ご引 γ 三ア← 林生道農農 修 二地駐 次の
のか害しっか、をわれ困に := .~_..乙 ム 業 た(道道農繕衛十の在総 の う
た。的てて。 今 日 れ ず 難 入 i 櫛生小 学校プール用地に購入する田畑構め下、な林費生五購所務通ち
め な田Iゆ 年的な、につ i (矢印辺り) 造池須日ど水な費万人と費り
の 言長く 中とい過なた E 己主!戒のの産ど 二費消 。お
臨 動はで にすか疎り長 言 工 街 の島除の多八に用場善の 1 浦防業にゴ干に防白 も
時 を、あ 主る。化、 I兵 三事路商 修 港 き 岩 灘 万 三 地 建 事 各 河 農 災 費 百 ミ 円 一 団 滝 な
町 し ころ 催講 は人目J ~請灯工繕さ費盤 i魚、円百購設業改原道工 万焼。子詰の も
議 なれう す演 さ日へ /負新費費ん。取港。三人道選良水(事出円却 六所警 の

費設 。橋青り内喜十費路荷工路須請海。炉 百用察 は
1111111川1111¥111川 11111111111111111111111111111州"川"何11111111111

今
回
の
議
会
で
は
、
小
川
儀
三
郎
氏

と
二
宮
英
二
氏
が
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

軍属置

現
時
点
で
は
安
全

と
考
え
る

伊
方
原
発
に
つ
い
て

小
川
議
員
:
・
伊
方
原
子
力
発
電
に
つ

い
て①

専
門
的
立
場
の
者
か
ら
説
明
を
受

高しおり

厚生省がまとめた53年の簡易生命表

によると、日本人の平均寿命はさらに

伸び、 52年に比べて男は0.28歳伸びて

72.97歳、女は0.38歳伸びて78.33歳と

なりました。男女差は5.36歳で52年よ

り0.1歳拡大。

世界で比較すると男は①アイスラン

ド (73歳)②日本③スウェーデン (72.

37歳)④オランダ (72歳)ー・の順。女は

①アイスラント、 (79.2歳)②スウェ←

デン (78.5歳)③オランダ (78.4歳)

④日本一-の順。
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追
加
分
。

土
木
費
町
道
長
浜

1
戒
川
線
ほ
か

の
補
修
工
事
請
負
費
。
町
道
豆
柳
線
改

良
委
託
料
に
二
百
四
十
万
円
。
県
営
工

事
(
沖
浦

1
大
洲
線
ほ
か
三
線
、
今
坊

川
え
ん
堤
工
、
長
浜
港
)
費
負
担
金
に

合
わ
せ
て
二
千
三
百
六
十
万
円
。
第
五

排
水
区
(
沖
浦
地
区
)
新
設
改
良
工
事

請
負
費
。
山
際
、
小
浦
、
出
海
の
町
営

住
宅
修
繕
料
に
三
百
九
十
四
万
円
。

教
育
費
櫛
生
小
学
校
プ
l
ル
建
設

用
地
、
喜
多
灘
小
学
校
運
動
場
(
拡
張

分
)
用
地
の
購
入
関
係
費
に
一
千
六
百

九
十
二
万
六
千
円
。
小
、
中
学
校
側
わ

ん
症
対
策
協
議
会
へ
の
補
助
金
に
二
十

万
円
。災

害
復
旧
費

沖
浦
漁
港
建
設

西
田
興
産
と
締
結

去
年
十
一
月
の
冬
期

今
年
度
分
の
沖
浦
漁
港
改
修
工
事
を

七
千
三
百
四
十
五
万
円
で
、
大
洲
市
の

株
式
会
社
西
田
興
産
と
請
負
契
約
を
結

ぶ
こ
と
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

風
浪
に
よ
る
出
海
と
須
沢
の
漁
港
の
災

害
復
旧
費
。

26手通

事 Z車
業計域
を画振

に興

追
加

過
疎
地
域
振
興
五
か
年
(
昭
和
五
十

年
度
か
ら
五
十
四
年
度
)
計
画
を
変
更
。

新
規
事
業
二
十
六
件
を
加
え
、
同
計
画

に
入
っ
て
い
た
六
件
を
中
止
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

交
通
通
信
体
系
の
整
備

ー
新
規
古
車
業

O
長
浜
戒
川
線
舗
装
事
業

O
大
久
保
線
局
部
改
良
事
業

O
積
水
郷
線
舗
装
事
業

O
市
街
地
路
面
舗
装
事
業

。
上
老
松
叶
松
線
局
部
改
良
事
業

O
長
浜
港
改
修
事
業

O
長
浜
港
海
岸
保
全
事
業

中
止
事
業
|

O
二
次
農
構
出
海
線
新
設
事
業
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軍塁週-

会
を
早
急
に
招
集
す
る
考
え
は
な
い
か
。

二
宮
町
長
・
:
①
県
の
説
明
会
で
説
明

を
受
け
た
。

②
来
て
い
な
い
。
新
聞
に
よ
る
と
七

月
末
ご
ろ
に
正
案
が
で
き
る
と
聞
い
て

い
る
。
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
勉

強
を
し
、
県
に
照
会
し
、
関
係
者
と
協

議
を
し
て
対
応
し
て
ゆ
き
な
い
。

③
現
夜
の
時
点
で
は
、
安
全
だ
と
考

え
て
い
る
。

ゆ
一
今
後
、
国
や
県
な
ど
と
緊
密
な
連

絡
を
と
り
、
住
民
の
安
全
対
策
を
立
て

た
い
。⑤

断
言
は
で
き
な
い
が
、
世
界
と
わ

が
国
の
技
術
を
も
っ
て
行
う
な
ら
、
対

応
で
き
る
と
信
ず
る
。

⑥
国
の
安
全
基
準
対
策
の
指
導
と
責

任
に
わ
い
て
、
安
全
が
確
認
さ
れ
た
う

え
で
再
開
さ
れ
る
と
考
え
る
c

⑦
不
安
を
解
消
で
き
る
国
の
指
導
が

あ
れ
ば
、
必
ず
し
も
人
口
減
に
は
な
ら

な
い
と
考
え
て
い
る
。
現
在
の
姿
勢
を

崩
す
ご
と
な
〈
町
の
発
展
策
を
進
め
た

、4
C

'
L
V
 

③
必
要
で
あ
る
と
考
え
で
わ
り
今
後
、

国
や
田
町
と
十
分
に
連
絡
を
と
り
な
が
ら

研
究
し
、
要
望
に
沿
い
た
い
。

@
ど
の
よ
う
な
運
動
に
な
る
か
分
か

っ
て
い
な
い
の
で
、
な
ん
と
も
言
え
な

け
。
現
在
の
と
こ
ろ
は
静
観
す
る
考
え

で
あ
る
。

⑩
必
要
性
が
起
こ
っ
て
く
れ
ば
、
招

集
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
今
の
と

こ
ろ
は
、
そ
の
考
え
は
持
っ
て
い
な
い
。

塁霊与
.6.. 官 官劃一一切議

各
種
団
体
通
じ
普

及

指

導

を

推

進

粉
せ
っ
け
ん
の
使
用

小
川
議
員
・
・
・
伊
予
灘
と
肱
川
の
汚
染
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= 平弘
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自がこ。、が兵月ノの η がりわ話老号業
Z好と{言目や。二さ主そ誕にが題の品 i
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'き大を耳弱 二(、。、百 lニ 花 が 三
2 らき尊も J 日明仁 め歳もを近 L
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防
止
の
た
め
、
中
性
洗
剤
の
使
用
を
な

る
べ
く
や
め
、
粉
せ
っ
け
ん
の
使
用
の

普
及
を
考
え
て
ほ
し
い
が
、
ど
う
か
。

二
宮
町
長
:
漁
協
や
婦
人
会
な
ど
各

種
団
体
を
通
じ
て
、
粉
せ
っ
け
ん
の
普

及
、
台
成
洗
剤
の
知
識
と
正
し
い
使
い

方
の
指
導
を
推
進
し
て
ゆ
き
た
い
。
農

協
で
も
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
。

県
に
も
強
く
要
請

国
道
工
事
の
漁
場
影
響
対
策

魚
礁
な
ど
の
整
備
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
ゆ
き
た
い
。

教
育
文
化
施
設
の
整
備

水検防
望討災
芋 措
む置
かを
需要
策 三主

日円

ー

新

規

事

業

|

。
長
浜
小
学
校
運
動
場
拡
張
用
地
取
得

事
業

C
櫛
生
小
学
校
プ
ー
ル
建
設
用
地
取
得

事
業

。
喜
多
灘
小
学
校
屋
内
運
動
場
改
築
用

地
む
よ
び
屋
外
運
動
場
拡
張
用
地
取

得
事
業

O
峯
大
越
集
会
所
新
設
事
業

O
小
浦
集
会
所
新
設
事
業

。
白
滝
小
学
校
運
動
場
境
味
フ
ェ
ン
ス

新
設
事
業

C
E茂
小
学
校
運
動
場
境
界
フ
ェ
ン
ス

新
設
事
業

中
止
事
業

O
共
同
調
理
場
施
設
新
設
事
業

O
駄
場
集
会
所
新
設
事
業

の生
整 i舌
備環
;f.，'境
よ均
び設
医ミート
療厚
の生
有在方包

保 J2J

。
健
康
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
購
入
事
業

。
下
須
戒
・
沖
浦
配
本
管
布
設
替
工
事

業
。
共
同
基
地
新
設
事
業

。
大
屋
地
区
下
水
排
水
路
改
良
事
業

。
出
海
浴
地
区
下
ぶ
排
水
路
改
良
事
業

O
新
造
律
地
排
水
路
改
良
事
業

。
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業

O
第
五
排
水
区
新
設
事
業

。
第
二
排
水
区
新
設
事
業

農
林
水
産
業
、
そ
の
他
産
業
の
振
興

新
規
事
業
|

o'し
い
た
け
生
産
地
育
成
生
産
施
設
整

備
事
業

O
同
対
船
台
施
設
設
置
い
事
業

O
青
島
漁
港
海
岸
保
全
事
業

1

中
止
事
業
|

O
出
γ
日
寺
遊
歩
道
新
設
事
業

O
山
山
石
寺
周
辺
林
間
駐
車
場
新
設
事
業

O
た
こ
つ
げ
投
入
事
業

辺
地
総
合
整
備
計
画
に

1
事
業
を
追
加

辺
地
総
合
整
備
計
闘
に
、
新
規
事
業

と
し
て
、
長
浜

1
戒
川
線
舗
装
事
業
を

加
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

請
願
文
書
一
件

を

受

理

採

択

長
浜
町
傷
療
(
い
)
軍
人
会
会
長
・

東
一
見
光
さ
ん
と
、
長
浜
町
傷
痕
軍
人
会

安
の
会
会
長
・
垣
見
苓
枝
さ
ん
か
ら
町

議
会
議
員
各
位
あ
で
仁
提
出
さ
れ
て
い

た
「
戦
傷
病
者
老
人
医
療
公
費
負
担
の

制
度
に
つ
い
て
L

の
請
願
文
書
は
、
受

理
採
釈
さ
れ
、
た
だ
ち
に
町
理
事
者
に

送
付
し
て
、
主
旨
に
沿
う
よ
う
善
処
々

を
京
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。



老
人
ホ
l
ム
白
山
国
っ
て
ど
ん
な
と
こ
ろ
?
楽
し
い
と
こ
ろ
?
そ
れ

と
も
自
由
の
な
い
と
こ
ろ
?
ど
ん
な
人
が
入
れ
る
の
?
食
べ
も
の
や
着

物
は
?
健
康
管
理
は
?
病
気
に
な
っ
た
ら
?
部
屋
は
?
娯
楽
は
?

三
づ
か
い
は
?
|
|
|
こ
の
よ
う
な
お
た
い
す
ね
や
心
配
の
声
に
答
え
て
本
紙

も
一
役
。
都
内
唯
一
、
白
滝
の
老
人
ホ
l
ム
白
山
園
を
ご
案
内
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
の
こ
と
を
知
り
た
い
お
じ
い
ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
、
読
ん

で
聞
か
せ
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
ね
。

構
輔
鶴
間
轡

心
身
の
蹄
階
展
重
点
に

健
康
な
人
を
対
象
に
、
次
の
よ
う
な

日
課
に
な
っ
て
い
ま

す。O
起
床
1
1
1
1
午
前

7
時

O
そ
う
ビ
|
|
午
前

7
時
日
分
か
ら

O
朝
食
|
|
|
午
前

8
時
か
ら

O
朝
礼
・
体
操
午

前
9
時
か
ら

O
行
事
・
レ
ク
リ
ェ

ー
シ
ョ
ン
午
前

9
時
叩
分
か
ら

O
昼

食

|

|

i

正

午

か

ら

。
そ
う
じ
I

l

l

-
午
後
3
時
か
ら

O
夕
食
I

l

-

-

午
後
4
時
鈎
分
か
ら

O
消
灯
I

l

-

-

午
後
9
時

早
起
き
早
寝
、
清
潔
、
体
操
、
レ
ク

リ
ェ

l
シ
ヨ
ン
、
食
事
と
、
い
ず
れ
も

心
身
の
健
康
保
持
に
重
点
を
置
い
た
日

課
と
な
っ
て
い
ま
す
。

朝
礼
で
は
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
伝
え

ら
れ
る
ニ
ュ
ー
ス
の
話
、
テ
レ
ビ
番
組

の
案
内
な
ど
も
行
わ
れ
て
、
社
会
の
情

報
も
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

体
操
は
、
ラ
ジ
オ
体
操
の
ほ
か
真
向

法
体
操
も
取
り
入
れ
、
健
康
保
持
に
効

果
を
あ
げ
て
い
ま
す
。

簡
髄
閤
日
甲

運
動
会
や
粧
葉
見

本
ど
多
彰

A
7
年
度
の
計
画
を
例
に
、
年
間
の
わ

も
な
行
事
を
見
て
み
ま
す
と
・
.. 

4
月
ひ
な
祭
り
行
事
、
花
見
、
遠
足

5
月
開
園
記
念
行
事
、
い
っ
せ
い

山三・
2
-
2
2
・-2
・子三宅
Je--r

・・32FEt---ZEE-F12
・J-V-1-e
・g
・-吾
-E
・E・E
・------Et--i
・1
・2
・2
・r----az----zz--τFE--
圃・
43Ez--zu

入
所
し
て
十
八
年
三
か
月
で
す
。
私

…
よ
く
な
っ
た
ホ
l
ム
が
入
っ
た
こ
ろ
は
「
養
老
院
」
と
呼
ば
い

3

ど

一

」

れ

と

り

ま

し

た

o

「
老
人
ホ
l
ム
」
に
叫

長
轟
《
f

m

な
っ
て
か
ら
は
、
年
ご
と
に
施
設
も
内
容
も
川

川
一
九
鱗
難
議
機
静
子
ケ
ル
よ
く
な
り
、
私
ら
も
職
員
の
人
た
ち
も
天
と
川

ご

と

£

じ

よ

線

八

地

の

遠

い

ほ

ど

よ

く

な

っ

た

と

思

い

ま

す

。

…

…ι

一
瞬
級
建
立
…
緋
m
F
h
M
M
U
-
-
コ
け
ん
か
せ
ん
で
す
む
よ
う
に
、
あ
ま
り
人
れ

仇
¥
門
会
一
議
ル
一
一
一

γ
酒
ご
と
に
口
を
は
さ
ま
ず
、
自
分
な
り
に
楽
し
中

ゥ

メ

む

よ

う

に

し

て

い

ま

す

。

川

』

--SE---E
・E
・--P・A
・----SEEr---
・22
Z
Z
E
・E・--EF--Ia
・-F
・s・-・3
宅-ZE-----ZE--
号、
.ea--2
・F
・I
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・22
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大
そ
う
じ

6
月

検

便

7
月

土

用

丑
(
う
し
)
の

日
の
行
事

8
月

七

夕

祭
り
行
事
、
盆

法
要
、
う
ら
盆

笹
飾
り

9
月

県

老

人
ホ
l
ム
大
会

参
加
、
敬
老
の

臼
行
事
、
彼
岸

の
法
要
、
中
秋

の
名
月
見

刊

月

町

民

運
動
会
参
加
、

足の健康のため、ときには歩け歩け運動も行っています。

い
つ
も
笑
い
声
が
絶
え
ず
、
来

て
よ
か
っ
た
と
心
か
ら
思
っ
て
項

け
る
ホ
l
ム
。
こ
れ
が
私
た
ち
み

ん
な
の
変
わ
ら
な
い
願
い
で
あ
り

目
標
で
す
。

「
養
老
院
」
と
呼
ば
れ
る
不
自
由

な
時
代
は
、
と
つ
く
の
昔
に
去
り
、
叶

A
7
は
、
入
園
者
と
私
た
ち
が
い
っ

し
ょ
に
な
っ
て
生
き
が
い
を
見
い

出
せ
る
ホ
ー
ム
で
す
。
た
だ
、
一

般
の
社
会
に
も
規
則
が
必
要
な
よ

H

不
安
に
怠
っ
た
ら

ホ
I
ム
が
あ
り
ま
す
U

智園長大野



山
う
に
、
そ
の
人
の
安
全
と
共
同
生
も
ど
ん
ど
ん
参
加
し
人
々
に
喜
ば

話
上
必
要
な
こ
と
に
つ
い
て
は
、
れ
る
ホ
i
ム
、
喜
ば
れ
る
老
人
を

お
互
い
に
注
意
が
必
要
と
い
え
る
目
ざ
し
て
い
ま
す
。

で
t
ょ

う

。

寂

し

い

生

活

を

送

っ

て

い

る

み

ホ
i
ム
外
の
み
な
さ
ん
と
の
交
な
さ
ん
、
ホ

i
ム
で
安
心
の
あ
る

着
物
は
、
春
と
秩
の
年
二
回
支
給
さ

r
流
も
、
も
っ
と
も
っ
と
m
休
め
て
孤
新
し
い
生
活
を
な
さ
っ
て
く
だ
さ

れ
ま
す
が
、
こ
の
費
用
で
自
分
の
好
み
出
立
し
な
い
ホ
l
ム
、
社
会
奉
仕
に
い
。

の
着
物
や
洋
服
を
買
う
こ
と
も
自
由
で

す

。

な

い

人

の

も

の

は

、

察

母

が

し

ま

す

。

介

護

が

受

け

ら

れ

ま

す

。

ま

た

、

入

国

洗
た
く
は
、
大
き
く
て
洗
い
に
く
い
こ
の
ほ
か
の
も
の
は
白
分
で
す
る
ご
と
者
同
士
も
、
よ
く
い
た
わ
り
合
っ
て
い

も

の

、

病

気

な

ど

に

よ

り

自

分

で

洗

え

に

な

っ

で

い

ま

す

。

ま

す

0

31!1jd-引い川
U
U屋に
し

曲

目

程

E

て

ゆ

く

こ

と

が

日

慌

で

す

。

園

か

ら

毎

月

3
千
円

栄

養

士

が

献

立

て

相

部

屋

で

あ

る

ご

と

か

ら

、

国

で

は

、

年

金

も

全

部

自

分

の

も

の

l
l

人
間
関
係
に
は
特
段
の
注
意
を
弘
っ
て
、

、
ご
閉
か
ら
、
毎
月
三
千
円
の
こ
づ
か
い

楽
し
く
過
ご
し
て
頂
く
よ
う
心
が
け
-

が
支
給
さ
れ
ま
す
。
が
、
現
在
入
国
さ

い
ま
す
。

h
a
-
-
E
E
B
I
B
I
B
B
-
E
1

れ
て
い
る
方
は
、
ほ
ぼ
全
員
が
年
金
を

儒
ι
t
F
K匙
解
陸
齢
酌
閉
臨
臨
酷
臨
司
も
ら
っ
て
お
り
、
生
活
費
が
い
っ
さ
い

す

ぐ

に

診

療

介

護

ぃ

パ

な

い

の

で

、

こ

の

年

金

は

自

由

な

hu
金
と
な
り

が

聞

に

合

う

命

輔

副

W

春
日
れ
コ
目
白
担
問
d
h
恥
十
昨
日
関
書
や
卓
球
台
も

あ
る
ほ
か
、
週
に
二
回
、
希
望
者
の
た
ホ

i
ム
に
は
テ
レ
ビ
、
図
書
、
卓
球

め
の
診
察
日
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
看
台
、
大
工
道
具
、
舞
台
な
ど
が
あ
り
ま

護
婦
も
配
置
し
て
い
ま
す
の
で
、
す
ぐ
す
の

に

診

療

が

間

に

合

い

き

す

。

ま

た

、

作

業

場

も

あ

り

、

趣

味

の

作

病
気
に
な
っ
た
ら
、
必
要
に
応
じ
な
品
の
製
作
な
ど
も
で
き
ま
す
。

年
一
一
い
芸

h
J

別

ホ

l
ム
に
入
コ
て
十
二
一
年
十
か
月
に
な
り

議
設
欝
畿
日
J

一
好
げ
ま
す
。
正
直
、
入
所
当
時
は
イ
ヤ
だ
な
あ
と

一
、
議
瞬
間
総
樹
齢
勝
三
思
っ
た
も
の
で
す
。
?
も
、
慣
れ
る
う
ち
に
叩

J
U
-
-一一
J
ゑ
仙
自
分
の
特
技
や
経
験
を
生
か
し
、
電
気
製
品
一

線

~

加

は

ぬ

門

学

i}え
め
に
J
交
い
て
橋
の
修
理
や
大
工
、
左
官
ご
と
、
ま
た
、
ホ
i

川
」
~
一
…
ー
ふ
一
J
A
l
i
-
-一Q
L
高
ム
の
老
人
ク
ラ
ブ
の
役
員
な
ど
も
受
け
持
つ
ん

ぷ

一

宇

て

き

き

し

た

。

建

棄

な

う

ち

に

:

・

入

所

さ

れ

る

方

は

、

元

気

な

体

で

人

…

4
l
l
'

れ
ば
、
楽
し
み
も
ふ
え
る
と
思
い
ま
す
o

w

ホ
ー
ム
遂
動
会
、
敬
老
会
出
席
、
秋
祭

り
、
遠
足

日
月
一
渇
祭
り
、
紅
葉
児
物
、
作
品

展
示
会

ロ
月
年
末
大
そ
う
じ
、
ク
リ
ス
マ

ス
パ
ー
テ
ィ
ー
、
一
正
月
も
ち
つ
き
、
し

め
な
ι
ぶ
作
り

1
月
新
年
あ
げ
さ
つ
、
鏡
開
き

2
月
一
日
ま
き
、
旧
正
月
も
ち
つ
き

3
月
彼
岸
も
ち
つ
き
、
彼
岸
法
妻
、

内
山
園
老
友
会
総
会

以
上
。

こ
の
ほ
か
、
月
例
行
事
と
し
て
誕
生

会
や
法
妥
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す

Q

備
輔
騨

勤
め
に
出
る
と
と
も

外
泊
も
で
き
ま
す

ホ
ー
ム
に
入
る
と
、
白
由
を
拘
束
さ

れ
る
と
思
っ
て
い
る
方
が
あ
ま
り
に
も

多
い
よ
う
で
す
が
、
↓
」
れ
は
旧
態
の
養

老
院
時
代
の
印
象
が
残
っ
て
い
る

た
め
と
回
心
わ
れ
ま
す
。

親
類
の
家
に
外

出
し
た
り
、
あ
る

い
は
、
こ
っ
か
い

も
う
け
の
た
め
、

ホ
l
ム
か
ら
勤
め

-5ー

に
通
う
こ
と
も
自
由
ま
の
で
す
c

自
国
盟
関
聯

春
と
軟
に
支
給

食
事
は
、
町
の
栄
養
士
の
献
立
で
で
、

栄
養
の
パ
ラ
〉
ス
の
と
れ
な
も
の
が
山
山

ま
す
。催

し
の
と
き
ゃ
、
祝
い
ご
と
の
と
き

は
、
ご
ち
そ
う
が
出
ま
す
。

毎
週
土
臨
日
に
は
、
三
時
に
お
や
つ

が
出
ま
す
。

織
臨
時
甲

乙
j
3人
に
一
一
部
雇

ー
人

1
部
塵
が
目
標

現
在
は
二
人

1
三
人
に
一
部
屋
の
割

l
v
 マっし

o

人
す

が
ま

軒
れ

湘
胤

5
て
の

『
寸

4
4

せ

似
山
牢
品

目
し

約
楽

聞
と

年
ろ



~6 

置置彊置.，.

国
保
高
額
病
棟
養
費
の

支
払
い
が
困
難
な
場
合

て
約
二
か
月
後
に

国
保
か
ら
個
人
に

払
い
戻
し
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。と

こ
ろ
が
、
そ

の
払
い
戻
し
が
あ
る
ま
で
に
は
、
普
通

の
場
合
で
す
と
病
院
側
に
支
払
い
を
済

ま
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
が
多
く
、

多
額
な
た
め
中
に
は
そ
の
支
払
い
に
悶

ら
れ
る
方
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
そ

ん
な
方
の
た
め
に
町
で
は
、
高
額
療
養

費
支
給
見
込
み
額
の
九

O
%以
内
の
金

額
を
、
高
額
療
養
費
が
支
給
さ
れ
る
ま

で
の
問
、
無
利
子
で
お
貸
し
し
よ
う
と

い
う
貸
付
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

貸
付
条
件
は
次
の
通
り
で
す
の
で
、

ご
利
用
の
際
は
役
場
衛
生
課
国
保
係
ま

おしらせ

大
き
な
手
術
を
し
た
り
、
長
い
期
間

治
療
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
病
気

に
学
っ
た
り
し
た
場
合
、
そ
の
療
養
費

は
ぼ
う
大
な
額
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
療
養
費
の
支
払
い
に
つ
い
て

は
、
国
民
健
康
保
険
(
国
保
)
の
場
合

で
す
と
三
割
を
国
保
加
入
者
個
人
が
負

担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
三
割
の

金
額
が
一
か
月
分
に
つ
き
同
じ
医
療
機

関
で
三
万
九
千
円
を
越
え
る
場
合
は
、

そ
の
越
え
た
金
額
は
高
額
療
養
費
と
し

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

貸
付
対
象
者
長
浜
町
国
民
健
康
保

険
(
国
保
)
に
加
入
し
て
い
る
方
で
、

高
額
療
養
費
の
支
給
を
受
け
る
世
帯
主
。

た
だ
し
、
国
保
税
を
滞
納
し
て
い
る
世

帯
主
で
町
長
が
適
当
で
な
い
と
認
め
た

方
は
除
き
ま
す
。

h
イ」

れ
い
フ
、
げ

出
耳

y
上

手
ア
一
日

養

円

当

吋

加

罰

I

J

J

児

陣
内

5
各

戸
L

児
童
扶
養
手
当

額
、
特
別
児
童
扶

養
手
当
額
、
福
祉

手
当
額
は
、
こ
の

八
月
支
給
分
か
ら
、

次
の
通
り
引
き
上

げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
児
童
手

当
額
は
、
一
部
の

対
象
者
が
十
月
支

::;; 

:: 

:= 
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長小全員で

クリーン
長
小
の

生
徒
と
先

生
全
員
が

七
月
十
六

日
、
愛
媛

ク
リ
ー
ン

運
動
に
参

加
。
町
民

の
広
場
、

長
浜
海
水

浴
場
、
住

吉
公
園
、

同
校
の
周

辺
な
ど
を
す
っ
か
り
き
わ
や
か
に
し
た
。

貸
付
額
高
額
療
養
費
支
給
見
込
み

額
の
十
分
の
九
以
内
。
(
千
円
未
満
は

切
り
捨
て
)

貸
付
期
間
高
額
療
養
費
の
払
い
戻

し
(
支
給
)
が
あ
っ
た
日
の
翌
日
ま
で
。

返
済
方
法
全
額
一
時
払
い
。

こ
の
ほ
か
く
わ
し
く
は
国
保
係
へ
。

給
分
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

(
)
内
は
引
き
上
げ
前
の
額
。

児
童
扶
養
手
当

O
児
童
一
人
の
場
合
:
二
万
六
千
円
(
一
一

万
一
千
五
百
円
)

O
児
童
二
人
の
場
合
・
:
二
万
八
千
円
(
一
一

万
三
千
五
百
円
)

O
児
童
三
人
以
上
の
場
合
・
・
・
こ
れ
ま
で

通
り
で
、
三
人
日
か
ら
一
人
増
え
る

ご
と
に
四
百
円
加
算
。

特
別
児
童
扶
養
手
当

O
重
度
障
害
児
一
人
の
場
A
P
-
-
三
万
円

(
二
万
四
千
八
百
円
)

O
中
度
障
害
児
一
人
の
場
合
・
:
二
万
円

(
一
万
六
千
五
百
円
)

福
祉
手
当

O
重
度
障
害
児
者
:
・
八
千
円
(
六
千
二

百
五
十
円
)

児
童
手
当

次
の
対
象
者
だ
け
が
、
十
月
支
給
分

か
ら
引
き
上
げ
ら
れ
ま
す
。

O
市
町
村
氏
税
の
所
得
割
額
が
か
か
っ

て
い
な
い
受
給
者
・
:
六
千
五
百
円
(
六

千
円
)

人
権
擁
護
委
員
に

平
田
品
、
土
居
品
再
委
嘱

長
浜
町
の
人
権
擁
護
委
員
に
、
出
海

の
平
田
三
盛
さ
ん
(
六
二
、
柴
の
土
居

孝
童
さ
ん
(
五
九
)
が
、
法
務
大
臣
か

命

問

問

此

駒

子

丸

は

市

靖

容
匂
語
扇
M
H
M
J

主
加
藤
侯
の
御
刀
口
船

t
d
t
k
」
で
、
そ
の
造
建
は
元

和
二
年
二
六
し
民
)
に
始
ま
り
、
十

掴
に
わ
た
日
立
山
替
さ
れ
て
い
る
。
参

勤
交
代
の
獅
雄
一
船
で
長
さ
二
十
五
問
、

千
石
船
の
航
据
と
称
せ
ら
れ
、
二
十
四

反
帆
、
ろ
五
十
挺
、
立
て
百
人
掛
の
も

の
で
あ
る
。

『
司
現
在
駒
手
丸
に
つ
い
て
知
る

州
切
手
が
か
り
は
、
住
吉
神
社
に
奉

し
納
さ
れ
て
い
る
駒
子
丸
模
型
と
、

ろ
こ
の
無
生
文
流
斎
筆
の
船
お
ろ

お
し
の
図
で
あ
ろ
う
。
船
お
ろ
し

掛
の
図
は
長
浜
の
満
野
公
介
氏
所

サ
蔵
の
も
の
で
、
長
浜
町
誌
の
口

担
絵
に
の
せ
で
あ
る
。
文
政
十
二

E
叫
年
(
一
八
二
九
)
十
月
二
十
六

田
に
、
無
生
文
流
斎
こ
と
若
宮
養
徳
惟

正
が
地
上
か
ら
描
い
た
も
の
で
、
駒
手

丸
の
外
観
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

長
さ
百
五
十
六
セ
ン
チ
余
、
幅
二
十

四
セ
ン
チ
の
色
彩
画
の
巻
軸
で
、
百

五
十
年
前
の
江
湖
の
様
子
、
駒
手
丸
、

も
ち
ま
き
武
士
、
町
人
の
所
作
な
ど
が

巧
み
に
描
か
れ
て
い

る
一
清
徳
は
什
代
藩

主
泰
済
の
お
抱
え
絵

師
で
あ
っ
た
。

こ
の
船
お
ろ
し
関

は
、
町
文
化
財
に
指

定
す
る
の
は
も
ち
ろ

ん
の
こ
と
、
県
文
化

財
に
指
定
し
て
も
は

ず
か
し
く
な
い
と
、

県
関
係
者
は
言
っ
て

い
る
。
(
町
文
化
財

保
護
審
議
会
委
員
・

久
保
七
郎
)
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第
三
十
一
回
海
の
祭
典
が
八
月
五
日
開
催
さ

れ
た
。
去
年
と
お
と
と
し
休
ん
で
三
年
ぶ
り
。

約
一
万
人
の
人
出
の
な
か
恒
例
の
宝
ま
き
、
水

上
す
も
う
大
会
な
ど
で
に
ぎ
わ
っ
た
。
特
等
の

大
鯛
(
|
だ
い

)
1約
五

2
1は
、
大
洲
市
米
津
の
都
築
喜
八
郎

さ
ん

1
写
真

1
の
手
に
。

3年ぶりに

海の祭典

口

口

口

口

口

口

口

口

口

円

問
人
が
出
演

村
田
英
雄
も

N
H
K
T
V
番

組
「
あ
な
た
の
演

芸
広
場
」
の
公
開

日月観七ア会出回歌ゲかたで町月録
放二覧百ナは演英子スら。行体四画
映十。人。八。雄の卜十町わ育日が
。三八が約木司が村に人内れ館、八

口口口口口口口口口口口口口口口口 コ口口口口口口口口口口口口口口

!) 
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450人が

観賞

八
教
管
内
民

族
芸
能
大
会
が

八
月
五
日
、
町

体
育
館
で
関
か

れ
た
。
十
芸
能

が
出
演
。
わ
が

町
か
ら
は
「
越

後
獅
子
」

l
写

真
l
と
「
豊
年

踊
り
」
が
。
約

四
百
五
十
人
が

観
賞
。
当
町
で

ま
初
。

初
の
商
工

行
政
懇
談

会
聞
く

県
主
催
の
一

日
商
工
相
談
と

長
浜
町
商
工
行

政
懇
談
会
が
七

月
二
十
日
、
町

体
育
館
で
開
催

さ
れ
た
。
懇
談

会
に
は
町
内
の

業
者
約
五
十
人

が
出
席
。
県
や

町
の
担
当
者
と
、

か
か
え
て
い
る

問
題
な
ど
に
つ
い
て
懇
談
し
た
。
当
町

で
は
初
。

口

口

口

口

口

口

口

口

口

口

ら
再
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
四
月
十
振
動
、
悪
臭
な
ど
の
公
害
問
題
、
名
誉

五
日
で
任
期
満
了
と
な
っ
た
た
め
、
町
を
傷
つ
け
ら
れ
た
り
、
不
当
な
差
別
な

の
推
せ
ん
に
基
づ
き
、
新
た
に
委
嘱
が
ど
の
人
権
侵
害
を
受
け
、
解
決
方
法
が

行
わ
れ
た
も
の
。
任
期
は
三
年
。
分
か
ら
な
い
場
合
ー
な
ど
の
相
談
に
応

人
権
擁
護
委
員
は
、
結
婚
、
離
婚
、
じ
ま
す
。
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

扶
養
、
相
続
ー
な
ど
の
家
庭
内
の
も
め
相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ

ご
と
、
借
地
、
借
家
の
問
題
、
騒
音
、
ま
す
。

践
し
、
明
る
い
町

a

つ
く
り
に
尽
く
さ
れ

た
功
労
が
多
大
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、

こ
の
ほ
ど
松
山
市
で
関
か
れ
た
愛
媛
県

防
犯
協
会
総
会
の
席
上
、
白
石
春
樹
愛

媛
県
防
犯
協
会
連
合
会
会
長
、
郡
博
昭

愛
媛
県
警
察
本
部
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

表
彰

水
中
小
中
小

小
泉
周
さ
ん
ら
六
人

郡
連
合
婦
人
会
貢
献
で

次
の
方
々
は
過
去
に
お
い
て
、
喜
多

郡
連
合
婦
人
会
活
動
の
推
進
に
貢
献
が

あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
七
月
二
十

九
日
、
内
子
町
中
央
公
民
館
で
開
催
さ

れ
た
喜
多
郡
連
合
婦
人
会
三
十
周
年
記

念
大
会
の
席
上
、
菊
地
敏
行
喜
多
郡
町

村
教
育
委
員
会
連
合
会
会
長
と
金
高
チ

エ
子
喜
多
郡
連
合
婦
人
会
会
長
か
ら
表

彰
さ
れ
ま
し
た
。

マ
下
須
戒
小
泉
周
さ
ん
(
六
二
)

マ
長
浜
堀
内
貞
子
さ
ん
(
六
八
)

マ
白
滝
西
岡
澄
子
さ
ん
(
七
九
)

マ
今
坊
深
井
満
子
さ
ん
(
六
八
)

マ

櫛

生

沖

野

要

さ

ん

(

八

O
)

マ
長
浜
故
鎌
田
定
子
さ
ん

i
l
l
-

小
泉
さ
ん
は
会
長
と
し
て
、
堀
内
、

西
岡
、
深
井
さ
ん
は
役
員
と
し
て
、
沖

野
、
故
・
鎌
田
さ
ん
は
喜
多
郡
婦
人
の

歌
を
作
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
貢
献
が
あ

っ
た
た
め
。

山
根
カ
ヨ
子
さ
ん

防
犯
功
労
で

今
坊
の
山
根
カ
ヨ
子
さ
ん
(
五
一
)

は
、
地
域
の
防
犯
活
動
を
積
極
的
に
実

亀

井

幸

さ

ん

津
田
駒
太
郎
さ
ん

防
犯
功
労
な
ど
で

青
島
の
亀
井
幸
さ
ん
(
六
六
)
と
、

今
坊
の
津
田
駒
太
郎
さ
ん
(
七
一
二
)
は
、

地
域
に
お
け
る
防
犯
思
想
の
普
及
高
揚

と
、
青
少
年
の
健
全
育
成
に
い
ち
じ
る

し
い
功
績
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
さ

る
六
月
二
十
九
日
、
大
洲
中
央
公
民
館

で
開
か
れ
た
大
洲
地
区
防
犯
協
会
総
会

の
席
上
、
近
田
宣
秋
大
洲
地
区
防
犯
協

会
会
長
と
、
谷
脇
利
男
大
洲
警
察
署
長

か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

12長
区浜

かお亀
月ぼ土t
にれ LJr
3る小田
人幼里
救児二

う3Z

長
浜
十
二
区
の
亀
井
福
男
さ
ん
(
三

九

)
1写
真

l
は
、
こ
と
し
四
月
か
ら

七
月
に
か
け
て
、
水
に
わ
ぼ
れ
る
幼
児

を
三
人
も
救
っ
た
お
手
柄
で
、
七
月
十

八
日
、
町
体
育
館
で
聞
か
れ
た
長
浜
地
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区
学
校
警
察
連
絡
協
議
会
の
席
上
、
近

因
宣
秋
大
洲
地
区
防
犯
協
会
長
と
谷
脇

利
男
大
洲
警
察
署
長
か
ら
感
謝
状
を
授

与
さ
れ
ま
し
た
。

次
々
と
幼
児
が
お
ぼ
れ
た
場
所
は
、

亀
井
さ
ん
宅
の
す
ぐ
そ
ば
、
江
湖
の
船

だ
ま
り
。
こ
こ
は
子
供
た
ち
の
好
み
の

遊
び
場
。

一
人
は
、
四
月
八
日
午
後
四
時
半
ご

ろ
。
長
浜
九
区
の
矢
野
和
俊
さ
ん
の
二

女
芳
ち
ゃ
ん
(
五
つ
)
が
転
落
。
連
れ

の
子
供
が
あ
わ
て
て
亀
井
さ
ん
宅
前
を

走
っ
た
の
を
不
審
に
思
い
船
だ
ま
り
を

見
る
と
、
雨
上
が
り
の
濁
水
に
芳
ち
ゃ

ん
が
浮
き
沈
み
し
て
い
た
た
め
、
着
衣

の
ま
ま
飛
び
込
ん
で
救
助
。

二
人
目
は
、
六
月
一
日
午
後
五
時
半

ご
ろ
。
長
浜
十
五
区
の
渋
川
正
利
さ
ん

ま園田園広報なが、は

の
長
男
直
広
ち
ゃ
ん
(
六
つ
)
が
転
落
。

も
が
い
て
い
る
の
を
岸
か
ら
手
を
差
し

の
べ
て
引
き
揚
げ
、
水
死
寸
前
の
と
こ

ろ
を
救
助
。

三
人
目
は
、
七
月
三
日
午
後
四
時
半

ご
ろ
。
長
浜
十
四
区
の
富
永
尚
さ
ん
の

二
男
勇
ち
ゃ
ん
(
三
つ
)
が
滑
っ
て
転

落
。
六
月
末
に
降
り
続
い
た
豪
雨
に
よ

る
濁
水
の
中
、
流
れ
て
き
て
た
ま
つ
で

い
る
ゴ
ミ
に
引
っ
か
か
っ
て
泣
き
叫
ん

で
い
る
の
を
、
岸
か
ら
ゴ
ミ
を
た
ぐ
り

寄
せ
て
救
助
。

三
人
と
も
泳
げ
ず
、
亀
井
さ
ん
の
発

見
が
早
く
で
助
か
っ
た
も
の
で
す
。

亀
井
さ
ん
の
話
四
月
の
事
故
以
来
、

船
だ
ま
り
で
遊
ん
で
い
る
子
供
ら
に
は

土

口

氏

日

附

。
市
中

t
廿

列

者

ャ

j

J

敬分
ψ

一

る亀井さん(右)

~ヘ、、

長 長 住

浜浜所

今
月
は

戸
田
政
和
子
春
さ
ん
の
カ
y
プ
ル

氏

名

婚

姻

届

時

年

齢

戸

田

政

和

(

三

三

)

上

回

千

春

(

二

七

)

昔の子供は映画や芝居を見る

と「あ、父さん、あれはええヤツ

かえ、悪いヤツかえ」と必ず聞

いたものだ。今の子供は、聞か

ないでもチャンと自分で区別を

つけている。ウルトラマンはえ

え方で¥ウルトラマンを攻撃す

る方が悪いヤツときめている。

どちらにしても善と悪とこの二

つの種類の人間で社会が構成さ

れているという単純明快な根本

理念であって、子供らしい無邪

気さだと片づければまことに簡

単だが、、どっこいそうはいかぎ

きうちこのとなりと考え直さね

lまならないところカfありそうだ

A というのは、大人の世界が子

供と全く同じようなええヤツと

悪いヤツとの二つに色分けしな

ければ気の済まないような、ま

ことに単純で、変てこな社会にな

っていると思えないかA 上はロ

ッキードから下はウソっきに至

るまで、誰かを悪者にしなけれ

ば己が良いヤツにのし上がれな

いという風潮が表にまで出てし

まって、まるで三歳の章子がそ

のまま大人になったような;美ま

しさを感ずるのは、果しで筆者

だけであろうかA 社会で大人に

なり、国際的には経済大固とい

われる世界の大人であるべきは

ずの日本人が、口には人権人命

を最高の{面値とこぎかしく日昌えな

がら、腹の奥底、魂の奥底では、

自分に都合の悪い者はすべて悪

人と決め込むまことに幼稚な人

間になり下っていはしないかと、

彼岸の中日にはしみじみと考え

て見るとよい。

「
危
な
い
ぞ
L

と
、
し
ょ
っ
ち
ゅ
う
お

ら
び
づ
め
な
ん
で
す
が
・
:
。
事
故
が
続

い
た
の
で
、

A
7
は
子
供
が
遊
び
に
来
る

と
神
経
質
な
ほ
ど
気
を
つ
か
い
ま
す
。

六
月
に
は
「
き
け
ん
し
と
書
い
た
赤
い

旗
が
取
り
付
け
ら
れ
た
け
ど
、
魚
釣
り

や
係
留
し
て
い
る
漁
船
に
乗
り
移
っ
て

遊
ん
で
い
る
子
が
多
い
ん
で
す
。

寄

付

O
豊
茂
の
山
本
辰
雄
さ
ん
(
三
九
)
・
:

児
童
用
雨
カ
サ
六
十
五
本
を
、
豊
茂

小
学
校
ヘ
。

お
誕
生
お
め
で
と
う
グ

ワ
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

所

保

護

者

氏

名

続

柄

児

名

浜

坂

本

憲

一

二

女

尚

美

川

久

保

異

一

長

女

恵

浜

久

保

田

優

長

女

ミ

チ

ル

積

菊

地

洋

一

二

男

覚

次

浜

谷

口

誠

二

二

男

優

志

浜

中

上

勲

長

男

貴

司

沢

清

水

志

朗

長

男

健

太

田

沖

井

実

長

女

瑞

穂

茂

藤

田

武

志

長

女

享

子

浜

泉

豊

志

長

女

み

ど

り

長豊黒須長長穂長戒長住

下長仁白
須
戒浜 久滝

高浦宮泉
左上岡

異洋
禎一征衛

お
く
や
み

7
月
届
出
分
(
敬
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

豊

茂

菊

伺

政

衛

(

八

七

)

柴

新

高

治

(

八

五

)

青

島

川

井

キ

ヌ

ヱ

(

九

六

)

柴

大

野

ミ

ド

リ

(

六

六

)

長

浜

松

浦

菊

太

郎

(

八

七

)

長

浜

河

野

浩

平

(

一

四

)

9月は身体障害者雇用促進月間

心
身
障
害
者
の

方
を
雇
用
す
る
に

あ
た
っ
て
は
事
業

主
、
障
害
者
の
た

め
に
、
各
種
の
雇

用
奨
励
給
付
制
度

が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。ま

た
、
大
洲
職

安
で
は
就
職
、
雇

用
の
相
談
に
応
じ

て
い
ま
す
。

三
女

二
男

長
男

長
女

至

や
は
り
夏
の
編
集
作
業
に
は
音
を
上

げ
ま
し
た
。
が
、
や
っ
と
こ
さ
九
月
号

を
・
お
届
け
し
ま
す
。

。

九
月
は
敬
老
の
目
、
老
人
福
祉
週
間

の
あ
る
月
。
そ
こ
で
こ
と
し
は
、
養
老

院
で
な
く
て
「
老
人
ホ
l
ム
白
山
園
」

を
知
っ
て
項
き
た
く
、
こ
れ
を
本
号
の

ポ
イ
ン
ト
に
さ
せ
て
項
き
ま
し
た
。

表
紙
は
、
出
海
小
学
生
か
ら
集
っ
た

結
果
、
す
ば
ら
し
い
夢
を
た
く
さ
ん
描

い
て
項
き
、
そ
の
う
ち
の
一
点
を
紹
介
。

。

き
て
、
次
号
は
、
恒
例
の
前
年
度
の

「
町
財
政
の
公
表
」
の
ほ
か
、
八
月
十

六
日
に
起
工
式
を
行
っ
て
、
い
よ
い
よ

着
工
間
近
い
長
浜
小
学
校
改
築
に
つ
い

て
な
ど
、
わ
伝
え
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
か
ら
の
情
報
も
よ
ろ
し
く
。

愛
孝
次

孝
太愛

編

集

後

事業主と皆さんのご協力に期待

人口世帯数

楽しく住みよい町、豊かで、働きがいのある町

美しい人情と文化の町をつくり、人口をふやしましょう

記

8月 1日現在 前月との比較

13，148人 16人増
人 口 (男 6.29川 ( 1 

女 6，857人 3人増

世帯数 3，909世帯 2世帯増
轍


